
関数y=ax^2 [関数y=ax^2の変化の割合]

＜演習問題＞
(1) 関数 y = 3x2について、
xの値が 4から 7まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 3のとき y = 3× 42 = 48
x = 7のとき y = 3× 72 = 147
変化の割合は
147−48
7−4

= 33

変化の割合 33

(2) 関数 y = 5x2について、
xの値が 1から 6まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 1のとき y = 5× 12 = 5
x = 6のとき y = 5× 62 = 180
変化の割合は
180−5
6−1

= 35

変化の割合 35

(3) 関数 y = 2x2について、
xの値が−1から 3まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −1のとき y = 2× (−1)2 = 2
x = 3のとき y = 2× 32 = 18
変化の割合は

18−2
3−(−1)

= 4

変化の割合 4

(4) 関数 y = 4x2について、
xの値が−4から−2まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −4のとき y = 4× (−4)2 = 64
x = −2のとき y = 4× (−2)2 = 16
変化の割合は

16−64
−2−(−4)

= −24

変化の割合 −24

(5) 関数 y = −x2について、
xの値が 1から 7まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 1のとき y = −1× 12 = −1
x = 7のとき y = −1× 72 = −49
変化の割合は
−49−(−1)

7−1
= −8

変化の割合 −8

(6) 関数 y = −3x2について、
xの値が−1から 4まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −1のとき y = −3× (−1)2 = −3
x = 4のとき y = −3× 42 = −48
変化の割合は
−48−(−3)
4−(−1)

= −9

変化の割合 −9

(7) 関数 y = −1
2x

2について、
xの値が−8から 2まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −8のとき y = −1
2
× (−8)2 = −32

x = 2のとき y = −1
2
× 22 = −2

変化の割合は
−2−(−32)
2−(−8)

= 3

変化の割合 3

(8) 関数 y = −3
4x

2について、
xの値が−2から 4まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −2のとき y = −3
4
× (−2)2 = −3

x = 4のとき y = −3
4
× 42 = −12

変化の割合は
−12−(−3)
4−(−2)

= −3
2

変化の割合 −3
2

(9) 関数 y = −5
2x

2について、
xの値が 0から 4まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 0のとき y = −5
2
× 02 = 0

x = 4のとき y = −5
2
× 42 = −40

変化の割合は
−40−0
4−0

= −10

変化の割合 −10

(10) 関数 y = 7
4x

2について、
xの値が−4から 8まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −4のとき y = 7
4
× (−4)2 = 28

x = 8のとき y = 7
4
× 82 = 112

変化の割合は
112−28
8−(−4)

= 7

変化の割合 7

SakuranoStudyRoom＜桜野先生の自習室＞



関数y=ax^2 [関数y=ax^2の変化の割合]

＜演習問題＞
(1) 関数 y = 3x2について、
xの値が 4から 7まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 3のとき y = 3× 42 = 48
x = 7のとき y = 3× 72 = 147
変化の割合は
147−48
7−4

= 33

変化の割合 33

(2) 関数 y = 5x2について、
xの値が 1から 6まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 1のとき y = 5× 12 = 5
x = 6のとき y = 5× 62 = 180
変化の割合は
180−5
6−1

= 35

変化の割合 35

(3) 関数 y = 2x2について、
xの値が−1から 3まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −1のとき y = 2× (−1)2 = 2
x = 3のとき y = 2× 32 = 18
変化の割合は

18−2
3−(−1)

= 4

変化の割合 4

(4) 関数 y = 4x2について、
xの値が−4から−2まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −4のとき y = 4× (−4)2 = 64
x = −2のとき y = 4× (−2)2 = 16
変化の割合は

16−64
−2−(−4)

= −24

変化の割合 −24

(5) 関数 y = −x2について、
xの値が 1から 7まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 1のとき y = −1× 12 = −1
x = 7のとき y = −1× 72 = −49
変化の割合は
−49−(−1)

7−1
= −8

変化の割合 −8

(6) 関数 y = −3x2について、
xの値が−1から 4まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −1のとき y = −3× (−1)2 = −3
x = 4のとき y = −3× 42 = −48
変化の割合は
−48−(−3)
4−(−1)

= −9

変化の割合 −9

(7) 関数 y = −1
2x

2について、
xの値が−8から 2まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −8のとき y = −1
2
× (−8)2 = −32

x = 2のとき y = −1
2
× 22 = −2

変化の割合は
−2−(−32)
2−(−8)

= 3

変化の割合 3

(8) 関数 y = −3
4x

2について、
xの値が−2から 4まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −2のとき y = −3
4
× (−2)2 = −3

x = 4のとき y = −3
4
× 42 = −12

変化の割合は
−12−(−3)
4−(−2)

= −3
2

変化の割合 −3
2

(9) 関数 y = −5
2x

2について、
xの値が 0から 4まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = 0のとき y = −5
2
× 02 = 0

x = 4のとき y = −5
2
× 42 = −40

変化の割合は
−40−0
4−0

= −10

変化の割合 −10

(10) 関数 y = 7
4x

2について、
xの値が−4から 8まで増加するときの
変化の割合を求めよ。

x = −4のとき y = 7
4
× (−4)2 = 28

x = 8のとき y = 7
4
× 82 = 112

変化の割合は
112−28
8−(−4)

= 7

変化の割合 7

SakuranoStudyRoom＜桜野先生の自習室＞


